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「「
北北
海海
道道
のの
水水
田田
発発
祥祥
のの
地地
」」
のの
北北
斗斗
市市
でで

第第
五五
十十
七七
回回
全全
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
北
斗
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主

催
、
北
斗
市
・
北
斗
市
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
の
「
第
五
十
七
回
全
道
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
北
斗
大
会
」
が
十
月
二
十
五
日
�
〜
二
十
六
日
�
の

二
日
間
、
約
六
百
六
十
名
が
参
加
し
て
北
斗
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
�
か

な
で
ー
る
�
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

同
大
会
は
、
大
会
推
進
委
員
会
及

び
実
行
委
員
会
で
諸
準
備
が
進
め
ら

れ
、
当
日
は
北
斗
市
と
函
館
市
の
高

校
生
を
含
む
市
民
延
べ
三
百
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
素
晴
ら

し
い
大
会
に
な
っ
た
。

《
大
会
一
日
目
》

午
後
一
時
か
ら
、
北
斗
市
大
野
中

学
校
生
徒
四
十
三
名
に
よ
る
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド

が
華
や
か
に

繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
ス
カ

ボ
ロ
ー
・
フ

ェ
ア
な
ど
三

曲
が
演
奏
さ

れ
、
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
の
優

雅
な
演
技
と

と
も
に
会
場
か
ら
大
喝
采
を
浴
び
た
。

続
い
て
政
田
一
美
副
大
会
長
（
北

身
協
副
会
長
）
に
よ
る
開
会
の
こ
と

ば
で
全
道
大
会
が
開
会
し
た
。
初
め

に
主
催
者
挨
拶
と
し
て
赤
坂
勝
大
会

長
（
北
身
協
会
長
）
か
ら
、「
六
百

六
十
名
の
参
加

者
、
準
備
に
当

た
ら
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
関

係
の
皆
様
に
感

謝
を
述
べ
る
。
全
国
で
障
害
者
自
立

支
援
法
に
大
き
な
悲
鳴
が
上
が
っ
て

お
り
、
分
科
会
の
中
で
道
内
の
障
害

者
に
役
立
つ
よ
う
な
討
議
を
し
て
参

り
た
い
。
年
に
一
度
の
大
会
で
あ
り

皆
さ
ん
の
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
た
。

（
全
体
会
議
）

続
い
て
議
長
団
の
政
田
一
美
・
荒

川
繁
雄
両
副
大
会
長
（
北
身
協
副
会

長
）
の
進
行

に
よ
り
全
体

会
議
が
開
催

さ
れ
た
。
和

田
真
一
北
身

協
常
務
理
事

か
ら
「
第
五

十
六
回
弟
子

屈
大
会
要
望

事
項
処
理
報

告
」
が
行
わ

れ
た
。
ま
た

助
言
者
と
し

て
北
海
道
保

健
福
祉
部
福

祉
局
の
野
村

了
次
長
と
同

局
障
害
者
保

健
福
祉
課
の

柏
木
博
樹
主

任
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
講
演
）

午
後
二
時
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｉ
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
西
村
正
樹
議
長
か
ら
、

『
障
害
者
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
』

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

は
、
条
約
制
定
の
意
義
や
国
内
法
へ

の
影
響
、
条
約
の
理
念
・
目
的
、
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
参
加
者
が

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
懇
切
丁
寧
に

行
わ
れ
た
。「
健
常
者
に
は
当
た
り

前
だ
が
障
害
者
に
情
報
保
障
が
な
い

と
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
な

い
も
の
で
あ
る
。例
え
ば
要
約
筆
記
、

手
話
、
点
字
な
ど
の
情
報
保
障
に
よ

り
機
会
均
等
、
平
等
に
な
る
も
の
で

あ
り
、こ
の
よ
う
な�
合
理
的
配
慮
�

を
行
わ
な
い
こ
と
が
差
別
で
あ
る
。

当
た
り
前
の
生

活
、
普
通
の
生

活
を
回
復
す
る

た
に
過
度
な
負

担
を
求
め
な
い

範
囲
で
の
�
合
理
的
配
慮
�
を
し
な

さ
い
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
従
来

と
は
違
う
画
期
的
な
考
え
方
で
あ

る
」
等
と
講
演
し
た
。

（
分
科
会
）

午
後
三
時
か
ら
、
総
合
・
肢
体
・

聴
覚
分
科
会
（
議
長
団
�
瀧
山
征

治
・
堂
前
文
男
北
身
協
理
事
）
と
視

覚
分
科
会
（
同
�
森
正
裕
道
視
連
副

会
長
・
島
信
一
朗
同
理
事
）に
別
れ
、

各
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
総
合
等
分

科
会
で
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

新
築
、
改
修

に
係
る
助
成

制
度
の
確
立

に
つ
い
て
」、

「
北
海
道
主

催
イ
ベ
ン
ト

の
要
約
筆
記

及
び
手
話
通

訳
に
つ
い

て
」、「
病
院

に
お
け
る
視
覚
的
表
示
に
つ
い
て
」、

「
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交
付

対
象
改
正
の
見
直
し
に
つ
い
て
」、

「
身
体
障
害
者
等
駐
車
禁
止
除
外
指

定
撤
廃
に
つ
い
て
」、「
障
害
者
の
市

町
村
に
お
け
る
選
挙
に
関
す
る
ア
ク

セ
ス
の
義
務
化
に
つ
い
て
」、「
障
害

者
が
運
転
す
る
車
に
表
示
す
る
標
識

マ
ー
ク
に
つ
い
て
」、「
高
速
道
路
割

引
に
つ
い

て
」
の
八
項

目
が
、
視
覚

分
科
会
で
は

「
視
覚
障
害

者
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
地
方

格
差
是
正
に

つ
い
て
」、

「
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
の
批
准
等
に
つ

い
て
」、「
タ
ン
デ
ム
自
転
車
の
公
道

で
の
使
用
規
制
緩
和
に
つ
い
て
」、

「
有
料
道
路
料
金
割
引
の
簡
素
化
に

つ
い
て
」、「
国
及
び
地
方
選
挙
の
広

報
に
お
け
る
公
的
保
障
に
つ
い
て
」

の
五
項
目
が
審
議
さ
れ
た
。
提
案
者

か
ら
の
趣
旨
説
明
の
後
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
、
何
れ
も
提
案
通
り
翌

日
の
全
体
会
議
に
諮
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
。
そ
の
後
助
言
者
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、分
科
会
が
終
了
し
た
。

（
障
害
者
一
一
〇
番
法
律
相
談
）

午
後
一
時
か
ら
「
障
害
者
一
一
〇

番
法
律
相
談
室
」
が
開
設
さ
れ
、
札

幌
弁
護
士
会
の
船
山
暁
子
弁
護
士
に

よ
る
相
談
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
相
談

室
に
は
七
名
の
方
か
ら
�
障
害
年
金

と
国
民
年
金
の
併
給
問
題
�
な
ど
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

《
大
会
二
日
目
》

（
全
体
会
議
）

初
め
に
各
分
科
会
議
長
団
か
ら
前

日
の
審
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
何

れ
も
報
告
ど
お
り
採
択
と
な
り
、
取

り
扱
い
を
大
会
推
進
委
員
会
に
付
託

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
続
い
て

大
会
宣
言
（
案
）
が
左
京
信
二
北
身

協
監
事
か
ら
、
大
会
決
議
（
案
）
が

中
西
昭
夫
同
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

（
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

一

障
害
者
自
立
支
援
法
の
さ
ら
な

る
見
直
し
を
は
か
ろ
う

一

障
害
者
基
礎
年
金
の
増
額
な
ど

所
得
保
障
を
充
実
し
よ
う

一

障
害
者
の
就
労
の
促
進
、
雇

用
・
職
域
の
拡
大
と
支
援
を
は

か
ろ
う

一

障
害
者
権
利
条
約
の
早
期
批
准

を
実
現
さ
せ
よ
う

（
式
典
及
び
表
彰
式
）

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
、
関
口
岩

男
副
大
会
長
（
北
斗
市
協
会
会
長
）

の
開
式
の
こ
と
ば
で
式
典
が
開
幕

し
、
国
歌
斉
唱
と
黙
祷
の
後
、
赤
坂

勝
大
会
長
が
「
永
年
の
福
祉
活
動
や

御
自
身
が
障
害
を
克
服
さ
れ
御
努
力

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ

れ
る
皆
様
方
に
心
か
ら
お
祝
い
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、
地
域
で
の
一
層
の

御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
る
。
今

直
ち
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

障
害
者
自
立
支
援
法
を
始
め
年
金
問

題
、
後
期
高
齢
者
医
療
問
題
等
が
山

積
し
て
お
り
、
道
内
最
大
の
障
害
者

団
体
と
し
て
、
ご
く
普
通
の
社
会
参

加
と
平
等
を
求
め
、
障
害
者
も
健
常

者
も
な
い
�
共
生
の
時
代
�
を
実
現

す
る
た
め
の
政
治
と
行
政
を
求
め
て

活
動
し
て
参
る
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
海
老
澤
順
三
北
斗
市
長
の

歓
迎
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
表

彰
式
が
行

わ
れ
、
北

海
道
善
行

賞
（
知
事

表
彰
）
の

自
立
更
生

者
四
名
、

自
立
更
生

援
護
者
六

名
、
北
海

道
身
体
障

害
者
福
祉

協
会
会
長

表
彰
の
自
立
更
生
者
二
十
一
名
、
援

護
功
労
者
二
十
五
名
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
、祝
辞
が
北
海
道
知
事（
代

理
畑
秀
叔
渡
島
支
庁
長
）、
北
海
道

議
会
議
長
（
代
理
長
尾
信
秀
北
海
道

議
会
議
員
）、
小
泉
征
男
北
斗
市
議

会
議
長
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
（
代
理
藤
田
裕
行
総
務
部
長
）

か
ら
行
わ
れ
、
祝
電
披
露
の
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
澤
田
カ
ツ
ヱ
氏

（
森
町
）
か
ら
「
私
た
ち
の
自
立
更

生
活
動
や
援
護

活
動
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
た

の
は
、
身
に
余

る
光
栄
で
あ

り
、
多
く
の
関
係
者
や
家
族
の
励
ま

し
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
障
害
者
の
自
立
と
更
生
援

護
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
次
期
開
催
地
の
夕
張
市
小

林
孝
雄
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
北
斗
市
社
会
福

祉
協
議
会
小
松
繁
会
長
の
万
歳
三

唱
、
荒
川
繁
雄
副
大
会
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
、
第
五
十
七
回
全
道
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
の
全
日
程
を
終
了

し
た
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）３６０円
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

守

西村正樹氏

表彰状を贈呈される受賞者の皆さん

全体会議議長団
（左）荒川繁雄氏（右）政田一美氏

総合等分科会議長団
（左）堂前文男氏（右）瀧山征治氏

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

大野中学校生徒のマーチングバンド

助言者の道保健福祉部福祉局
（左）野村了次長（右）柏木博樹主任

澤田カツヱ氏

赤坂勝大会長

視覚分科会議長団
（左）森正裕氏（右）島信一朗氏

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２０年１１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６５６号）（１）
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身身
体体
障障
害害
者者
・・
知知
的的
障障
害害
者者
相相
談談
員員
専専
門門
研研
修修
会会

全全
道道
かか
らら
六六
十十
一一
名名
がが
受受
講講
〜〜
全全
道道
統統
一一
的的
なな
資資
質質
向向
上上
をを
図図
るる
〜〜

北
海
道
・
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の
「
平
成
二
十
年
度
身

体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
専
門
研
修
会
」
が
十
一
月
十
日
�
に
、

身
体
障
害
者
相
談
員
四
十
二
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
十
九
名
が
参
加
し

て
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
全
道
の
身
体
障

害
者
相
談
員
と
知
的
障
害
者
相
談
員

が
、
障
害
者
か
ら
の
更
生
援
護
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
る
際
に
必
要
な
知

識
、
面
接
技
術
等
の
習
得
の
機
会
を

設
け
、
相
談
員
の
全
道
統
一
的
な
資

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

開
会
に
当
り
、
主
催
者
の
北
海
道

保
健
福
祉
部
障
害
者
保
健
福
祉
課
荻

野
弘
幸
主
幹
が
、「
障
が
い
の
あ
る

方
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
地

域
に
お
け
る
身

近
な
相
談
者
で

あ
る
皆
様
方
の

役
割
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
様
々
な
悩
み
や
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
適
切
な
助
言
等
を
行

わ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
今
回
の

研
修
で
学
ば
れ
た
知
識
や
技
術
を
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
関
係
者
に
広
め

て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

《
行
政
説
明
》

同
課
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ
高
濱
勝

則
主
査
か
ら
、「
障
害
者
相
談
員
」

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
道
内

の
身
体
障
害
者
相
談
員
の
配
置
数
は

四
一
八
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
は

二
〇
七
名
で
、

障
害
者
へ
の
相

談
支
援
活
動
は

も
と
よ
り
、
社

会
参
加
促
進
等

の
地
域
活
動
の
担
い
手
、
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割
が
あ

る
こ
と
。
ま
た
今
年
三
月
末
で
の
身

体
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
が
二
八

九
、六
九
二
名
、
療
育
手
帳
交
付
者

数
が
四
一
、一
二
〇
名
で
あ
る
等
と

説
明
し
た
。

《
講
演
Ⅰ
》

「
障
害
者
の
権
利
と
法
律
」
と
題
し

て
、
札
幌
弁
護
士
会
の
竹
田
美
由
紀

弁
護
士
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演

内
容
は
、法
律
、

財
産
管
理
、
消

費
者
被
害
、
犯

罪
被
害
を
受
け

た
場
合
の
対
処

等
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。

〔
財
産
管
理
〕
成
年
後
見
人
は
基
本

的
に
親
族
が
多
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
弁
護
士
等
第
三
者
に
依
頼

す
る
例
も
多
い
。
親
族
間
の
犯
罪
は

発
覚
し
に
く
い
の
で
、
親
が
健
在
の

う
ち
に
申
立
て
を
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
。
身
寄
り
の
な
い
人
の
財
産
侵

害
に
対
し
て
は
、
申
立
て
に
よ
り
市

町
村
長
が
後
見
人
に
な
り
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

〔
消
費
者
被
害
〕
契
約
の
意
味
を
理

解
し
て
い
な
い
場
合
は
契
約
の
不
成

立
と
な
る
が
、
裁
判
で
は
認
め
ら
れ

に
く
い
の
で
、
早
め
の
対
応
が
重
要

で
あ
る
。

〔
借
金
へ
の
対
処
〕
借
金
し
た
こ
と

も
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
請
求

書
が
あ
る
場
合
は
要
注
意
。
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

介
入
に
よ
り
借
金
の
減
額
や
過
払
い

で
戻
る
こ
と
も
あ
る
。

《
講
演
Ⅱ
》

「
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
西
村
正
樹
議
長
か
ら
講
演
が

あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
国
際
的

な
人
権
・
権
利

に
関
す
る
条
約

は
八
つ
あ
る

が
、
障
害
者
権
利
条
約
ほ
ど
当
事
者

が
参
加
・
議
論
し
て
作
ら
れ
た
条
約

は
な
い
。�
私
た
ち
の
こ
と
は
私
た

ち
抜
き
で
決
め
て
は
な
ら
な
い
�
と

の
障
害
者
の
主
張
に
よ
り
、
条
約
内

容
の
実
に
八
割
は
障
害
者
や
家
族
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。条
約
の
特
徴
的
な
内
容
と
し
て
、

障
害
と
障
害
者
の
定
義
が
上
げ
ら
れ

る
。○
障
害（
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
）

と
は�
徐
々
に
発
展
し
て
い
る
概
念
�

で
あ
る
。
○
障
害
者
と
は
長
期
の
身

体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感
覚
的

な
機
能
障
害
（
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
）

の
あ
る
人
を
含
み
、
こ
れ
ら
の
機
能

障
害
は
種
々
の
障
壁
と
相
互
に
作
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
者
と
の
平

等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ

効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

こ
と
が
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

《
研
修
》

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
相

談
判
定
課
米
田
浩
二
相
談
係
長
の
研

修
講
義
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ

の
相
談
・
面
接
の
あ
り
方
」
が
行
わ

れ
た
。
面
接
に
際
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ

り
、
人
権
に
配

慮
、秘
密
厳
守
、

傾
聴
、
共
感
の
姿
勢
で
臨
む
こ
と
。

相
手
の
話
し
を
上
手
に
聞
く
こ
と
は

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
が
、『
私
の

話
を
聞
い
て
く
れ
た
』と
の
こ
と
で
、

自
分
で
解
決
し
よ
う
と
の
気
持
ち
に

な
る
も
の
等
と
講
義
し
た
。

最
後
に
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
ら
れ
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
事
で
問
題
に
な
っ

た
り
、
や

り
た
い
事

が
制
限
さ

れ
る
な
ど
、

あ
っ
て
は

な
ら
な
い

と
思
う
。

�
障
が

い
者
�
と

い
う
人
間

で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
望
む
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
応
援
す
る
仕
事
だ
っ
た

と
改
め
て
知
っ
た
。
支
援
の
機
関
、

法
律
な
ど
地
域
で
支
え
て
い
る
人
々

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
。
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
空空
知知
支支
庁庁
管管
内内
沼沼
田田
町町
））

〜〜
十十
年年
毎毎
のの
記記
念念
式式
開開
催催
・・
記記
念念
誌誌
発発
行行
続続
けけ
るる
〜〜

第
四
十
二
回
目
と
し
て
紹
介
し
ま

す
協
会
は
、
空
知
支
庁
管
内
の
北
部

に
位
置
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
す
ず
ら
ん
」
の
ロ
ケ
地
と

な
っ
た
町
で
、
雪
を
冷
蔵
に
利
用
し

て
鮮
度
を
保
つ
「
雪
中
米
」
が
特
産

物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
町
の
沼
田

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
澤
田
秀

雄
会
長
）で
す
。

同
協
会
は
、

町
か
ら
補
助
金

を
支
給
す
る
の

で
組
織
を
結
成

し
て
は
と
呼
び

か
け
ら
れ
、
昭

和
三
十
八
年
に

二
十
三
名
の
有

志
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
及
び
執
行
体
制
は
、澤
田
会

長
を
筆
頭
に
、顧
問
若
干
名
、副
会
長

三
名
、庶
務
一
名
、会
計
一
名
、監
事

二
名
、地
区
役
員
五
名
、身
障
相
談

員
・
結
婚
相
談
員
各
一
名
、役
場
内
担

当
者
二
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

▼
一
月
…
新
年

交
礼
会

▼
二
月
…
定
期

総
会

▼
三
月
…
新
し

い
条
例
等
の

研
修
会

▼
四
月
…
空
知

支
庁
地
区
協

会
総
会
へ
出

席
▼
五
月
…
町
内
公
園
で
の
花
見
会
へ
の

参
加

▼
七
月
…
空
知
支
庁
地
区
身
障
大
会

へ
の
参
加

▼
八
月
…
身
障
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
親
睦
会

▼
九
月
…
全
道
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参

加
▼
十
月
…
空
知
支
庁
地
区
身
障
役
員

及
び
職
場
開
拓
合
同
研
修
会
参
加

▼
十
一
月
…
施
設
研
修
・
交
流
会

▼
十
二
月
…
年
末
ふ
れ
あ
い
の
集
い

時
報
の
発
行

と
配
布

▼
役
員
会
の
開

催
（
年
四
回

以
上
）

▼
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ

▼
旭
川
市
ほ
か

五
町
と
の
交

流
会
実
施

▼
健
常
者
と
の
海
水
浴
交
流

▼
町
内
清
掃
活
動
へ
の
参
加

▼
相
談
員
等
に
よ
る
巡
回
訪
問
活
動

沼
田
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
Ｐ
Ｒ

同
協
会
で
は
、
数
々
の
取
組
み
を

積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
会
員
が

参
加
出
来
な
い
際
は
、
家
族
の
参
加

を
認
め
る
な
ど
、
幅
広
く
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
年
毎
に
記

念
式
の
開
催
及
び
記
念
誌
の
発
行
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
あ
る

幌
新
温
泉
の
協

力
を
得
て
、
入

浴
割
引
券
を
発

行
す
る
な
ど
、

町
内
の
業
者
と

も
連
携
を
図
り

活
動
し
て
お
り

ま
す
。
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リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
九
五
五
六

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

竹田美由紀弁護士

西村正樹議長

米田浩二係長

高濱勝則主査

障害者相談員の皆さん

荻野弘幸主幹定期総会の様子

空知管内スポーツ大会参加

空知管内福祉大会参加

町内施設研修会

（２）（第６５６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２０年１１月２５日）


